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０ はじめに：循環社会の視点と調和的循環型分業の仮説と趣旨 

古典経済学の形成から新興古典経済学の誕生にかけて、「労働」と「富」をキーワードに展開されてき

た「分業」は主に市場体制と動脈生産の視野から理解される。それに対して、本研究は、非市場体制と静

脈生産をも含む、自然再生産、人間再生産と経済再生産から成る循環社会（龍、2002、2004）の視野から、

「労働」と「富」を見直したうえ、「循環型分業」（龍、2010、2011、2012、2013）を把握しようとしている１。 

「循環社会」＝｛地域空間、人間生活過程、経済生産過程、自然生産過程、循環関係｝におい

ては、循環活動一般が｛自然・生存者の生存活動、人間・生活者の生活活動、経済・生産者の生

産活動｝に分割される。これは「一次循環型分業」といい、周知した自然・生存活動の分割＝{動
物・消費活動（C）、植物・生産活動（P）、微生物・分解活動（D）}（CPD）と同型となっている。

この一次循環型分業（CPD）の展開と循環社会の富・価値の判断主体である生活者の持つ「幸福

の追求」＝「富・価値の増加」という目的の達成とは因果関係をしている。 
 

   
図１ 循環社会の視点（左）と調和的循環型分業の仮説（右） 

 

この因果関係は、正の相関関係で現れる場合もあれば、負の相関関係で現れる場合もある。こ

こで仮説をできるのは、調和型循環社会の形成の道程には循環社会自身の一次循環型分業（CPD）

を相似元とするフラクタル構造が地域生活者の価値・富と正相関して、国内（地域内）分業と国際（地域

間）分業の２次元の自然の生命活動、人間の生活活動と経済の生産活動の過程においてそれぞれに確

立されつつある傾向があることである。 
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本報告は、標題通り北東アジアを事例として上記の仮説を下記の考察を通じて実証を試論するもので

ある。その目的は、分業の歴史における多様的な進化と現実における多様的な展開を形態論、因果論と

価値論などの側面から体系的に整理するために一観点を提示することにある。 

 

Ⅰ 「消費者・生産者・分解者」（CPD）を相似元とする「自然分業」の極単純なフラクタル構

造とその「見えざる手＝DNA」 

自然再生産過程は、オゾン層を膜とする「太陽光などの外部エネルギーに駆動される地球シス

テムにおける各種の物質循環、生態系、生物系、動物系から構成される」２生命体として「ガイ

ア理論」３に基づいて理解できる。その時間的有限性と空間的有限性はオゾン層と太陽の寿命に

決められるが、人間の認識レベルを物差しにして測ると、この生命体は空間的に無限に細分でき、

時間的に無限に存続していくものとできる。 
生命科学４を援用すれば、自然、それにおける生命活動の誕生とその分業'のプロセスは下図の

ように、N0・宇宙からの誕生、N1・生命の誕生、N2・細菌と藍草の時代、N3・真核藻類や無脊

椎動物の時代、N4・被子植物と哺乳類の時代との四つの段階に分けて理解することができる。進

化論を援用すれば、こうして理解する自然分業のプロセスにおいては、生命進化のメカニズムが

多様に機能して、基本としてそれぞれ対照している①適応進化と退化、②共進化と自然選択（淘

汰）進化と③分岐進化と収斂（収束）進化の３組に整理できる。 
このプロセスとメカニズムによって、個体も群体も全体も合目的のため調和型分業体制を構築できた。

この分業構造については、種の分類、食物連鎖などの解釈があるが、各視角で見られる構造に貫通して

いる基本的な構造がある。それは無生命（或いは無機）のシステムに調和している有生命（或いは有機）

の多元的なシステムおける分解者、生産者と消費者の間の分業である。すなわち、自然再生産過程の形

成過程は循環社会の構造と相似している消費者・生産者・分解者＝CPD の生命活動の分業構造を相似

元として進化のメカニズムの機能を通じて自然分業のフラクタル構造が構築されつつある過程である。 

その分業構造はまた、前節で仮説にした循環社会におる理想的なフラクタル的分業構造と位相学的

に同型となっている。なお、このフラクタル構造は、自然の時間軸と空間軸に区分される任意な点、或い

は区域においても位相的に変形しない。 

 

     

図２ 自然分業の機能メカニズム（左Ａ）と生成プロセス（左Ｂ）及び人間祖先の位置付け（右） 
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自然分業のフラクタル構造は自然における生命体の協力体制でもあり、「自己中毒」の制御体制でもあ

る。自然循環における分業体制の「見えざる手」は持続性、効率性、公平性をもつ自然の法則である。私

はそれを「自己組織最適化の法則」 と呼んでいる。これら（自己組織最適化の自然法則・と CPD フラクタ

ル分業の機能メカニズム）は自然界の「見えざる手」＝DNA とみなすことできる。 

勿論、自然の一部とする人間の祖先はこの DNA を持っていた。一方、「体制面」の自然分業には、他

の哺乳類に比べ、人間の祖先の脳がさらに発達し、「心理的知能」が高いため、個体の行動が「制御」で

き、社会生活を営む上でも「知能的行動」が大きな役割を果たす。他方、「素材面」の人間祖先の自然分

業においては、分解活動がほぼ完全に自然環境に本能的に依存するが、子孫の繁殖、営養の摂取など

を中心とする消費活動と営養物の獲得などを中心とする生産活動は社会構成員の性別・年齢など差異を

反映しながら、自然道具をより積極的、効率的に利用して行われる。 

 

Ⅱ 原始的循環型分業と伝統的循環型分業のフラクタル構造及び「見えざる手＝DNA」の昇華 

原始社会においては、人間が自然依存に制約される「自然的分業」である。共同体内の「自然的分業」

が性別的分業であるが、共同体間の「自然的分業」は、環東アジア海生態系において自然資源に依存し

て狩猟と動物の半馴化、採集と植物の半栽培、漁撈と水生物の半養殖などの生業に主に分かれて整理

していた。この時代の自然分業は人間の生産と消費は同義的に行われると同時に、それも自然にとって

破壊にならなく分解的活動でもある、「原始的循環型分業」である。 

 

   

図３ 原始的循環型分業（左）と伝統的循環型分業（右） 

 

農業社会の分業は、野生動物の家畜化、農事道具の製造、農産物の加工と保存などの拡大により、

農業の細分化、手工業の農業からの分離が行われ、さらに都市の形成と拡大によって、都市と農村の間

で進められるが、自然的分業に基づくものであった。例えば、「江戸モデル」 は稲作・漁撈文明を土台に

構築され、東アジアに共有していた。 

その中に「伝統的循環型分業」が内蔵されているすなわち、自然生態系の「生産・消費・分解」・「基盤」

という形態で現れるサービス提供の相互関係が①循環社会の経済・人間・自然の間に、②経済と人間の

内部に、③「生産」、「消費」、「分解」の過程の内部においても同形態で現れている。なお、このような循
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環的フラクタル構造は生態系サービスの空間性から観て次元の違い循環地域においても、同様に現れる。

この構造のバランス関係は地域共生の度合いを判断できる基準にもなる。 

この中、自然の DNA は機能しながら意識的なものに昇華したが、人間社会における分業の本源である。

ところが、原始的循環社会と伝統的循環社会に機能している「見えざる手＝DNA」は、自然の DNA＝｛自

己組織最適化、自然分業のメカニズム｝、人間の DNA＝{欲望拡大、生活分業のメカニズム｝と経済の

DNA＝｛生産力拡大、生産分業のメカニズム｝から構成される。これは、スミスの示唆した分業の起源、つ

まり人間の「交換性向」と「利己心」の形成根拠となろう。なお、この時代のDNAには自然に依存したり、自

然に介入したりして機能するので、自然の DNA のもつ持続性、公平性と効率性が基本的に保たれてい

る。 

 

Ⅲ 分解者が弱体化（D→d）している CPd を相似元とする非調和的循環型分業（悪循環型分業）のフ

ラクタル構造、及び市場経済における人間欲望と資本欲望の正帰還メカニズムと「見えざる手＝DNA」の

撹乱 

産業革命以降の現代的循環社会においては、農村部において環境破壊と貧困問題との悪循環を特

徴とする「伝統的非調和型循環分業」が拡大した一方、都市化、工業化、情報化、国際化の潮流に、分

業が激しく進んできた。 

企業内分業としては、生産過程と管理過程の分離、企業経営のブロック化とそれに伴うネットワーク化、

企業間分業としては、大企業中心の下請け体制の定型化、集積化とネットワーク化が進められる。社会的

分業の進展としては、極端的に産業構造の高度化と地域構造の高度化がこの時代の特徴となる。 

東アジアにおけるこの悪循環社会の側面の拡大過程には先進国と途上国の協働システムが機能して、

分解者が弱体化（D→d）している CPd を相似元とする悪循環型国際分業のフラクタル構造が確立され、

分業構造の進化は仮説にした調和的循環型分業への形成軌道から乖離しつつある。 

 

 

図４ 循環型分業の悪循環型フラクタル構造 
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それは、資本市場のような、人間欲望と生産力拡大に据え付けられた正帰還メカニズムの機能による

「見えざる手＝DNA」の撹乱とは正相関の因果関係を持っているからである。さらに、その因果関係の正

相関の度合いは体制面においても素材面においても、途上国と先進国の間の競争と競合によって高まっ

てきたのである。 

 

Ⅳ エコ消費、エコ経営、環境産業の拡大、すなわち、国内レベルと国際レベルの CPd→CPD の転換

傾向が示している現代循環型分業のフラクタル化と市場システムに据え付けた負帰還装置 

仮説と現状との乖離から、これからまず、悪循環を脱却して未来的調和型循環社会を構築していく必

須条件としては、各レベルの循環分業において体制面と素材面のウイルスを退治して分解者の元気を取

り戻していくことである。その処方箋としては、エコ消費、エコ経営、環境産業の拡大などや直接投資のエ

コ化、環境貿易の拡大など、すなわち、国内レベルと国際レベルの現代循環分業のフラクタル構造には、

CPd→CPD の転換傾向が特に現れているは推論できる。 

 

  

図５ エコ経営の導入による企業内循環型分業の概念図 

 
例えば、経営の生産過程側面においては、既存の企業内生産分業（division of labor in enterprise）に、

「グリーン調達（エコ購入など」、→「クリーン生産（プロセスの改善」→「流通・販売（エコ購入ネットの加入」

→「エコ製品・回収サービス」→「廃棄・リサイクル（ゼロ廃棄）」等の新しい分業がリンクされている。 

経営の管理過程側面においては、既存の管理分業に、「環境管理組織の設置」、「環境会計の導入」、

情報コミュニケーション（環境報告書」、「社内環境教育」、「環境技術の開発システム」等の組織的、機能

的装置が新設されている。企業内的循環型分業の拡大によって、企業レベルの「小循環型社会」が「社

内ゼロエミッション型」、「地域連携型」、「産業連携型」などの多様なパターンで形成している。 

会社内的循環型分業の形成と拡大の実証データには世界 ISO14001 取得件数が有力的である。 
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表 世界ISO14001 取得件数の推移とその上位１０における日中韓の位置付けの変化５ 

 

 

また、環境産業の市場規模がどの程度あるか，どのような勢いで伸びているかのデータは提供すべき

である。すなわち，循環型社会分業が成立しているといえるほど静脈産業が成長しているか。次の日中韓

の環境産業拡大とその世界市場規模における位置付けに関する資料はこの問いの答えになろう。 

 

       

図６ 中韓日の環境産業市場規模の推移(単位：億元，億ウオン，兆円) 

 

図７ 日中韓の世界環境産業の市場規模における位置づけ６ 
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環境産業（0 次産業）の登場と拡大によって、主導産業と産業構造が変わる。例えば、産業連関構造が

次のように変容していて、さらに、循環型産業一般の分解者が強められる 

 

 

図８ 環境産業（第0次産業）の導入による産業連関構造の変容 

  

なお、以上の考察を根拠に，つぎのような国際地域の国際分業を見極める基本的視座が成立する。す

なわち，ある国際地域を途上国(A 国)と先進国(B 国)に二分化すれば，循環社会の視点でみる調和型循

環社会構築の構図は，当該地域社会の共生問題が図９(a)のように示される。すなわち，①当該地域の共

有している自然生態系における固有性，多様性と共生原理に関する共通認識，②さらにこの共有自然生

態系を共有生活基盤にした先進国型循環社会における人間･経済･自然の共生問題，③途上国型循環

社会における人間･経済･自然の共生問題，④国際循環地域社会における各主体レベルの人間共生の

問題，⑤各分野レベルの経済共生の問題，として展開･整理できる。循環型国際分業はこの国際経済共

生システムに含まれるものである。その意味では，まず，循環型国際分業とは，循環社会の国際展開，或

いは，国際的循環社会の形成の過程に伴って進んでいる循環型社会分業(産業)の国際展開の構図であ

るといえる。ここで循環型と呼ぶ理由は，おもに二つある。一つは，マクロ的に循環社会の視野，若しくは

国際自然共生システム，国際人間共生システムとの関連性から，国際分業のあり方を見ることである。そ

の内部構造は図９(b)に示される。もう 1 つは，ミクロ的にそのように見た国際分業の内部構造も循環社会

の全体構造とフラクタル(或いは，『入れ子』)の関係を持つシステムとして把握できる。例えば，第 0 次部門

の国際分業のそれは図９(ｃ)のように展開できる。 

 

(a)                                  (b)                                    (c)  
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図９ 循環型国際分業の展開 

 

その背景には、共同生活基盤の崩壊に対する被動的な危惧と能動的な学習による人間の環境意識の

拡大と市場システムに据え付けた負帰還装置の機能の拡大にある。この傾向を産業革命の負の遺産を

処理できる環境革命の前兆と見なすことができるが、北東アジアはその発祥地に、特に中国がその中心

的な試験場になりうる。 

 

Ⅴ 終わりに：CPD 相似元を導入した「社会生成論」と「社会再生産論」のフラクタル構造とその示唆 

北東アジアに主導される循環型分業のフラクタル的形成は、思想的に伝統の「社会生成論」を注釈で

きる材料よりも、むしろ現代の「循環社会生成論」を構築できる基礎として整理されるが、経済学的には分

解的生産の第０部門を再生産表式に導入し、さらにその価値構成のフラクタル構造を展開することによっ

て、分業主体間の価値交換と価値補償などの利益関係から整理できる。こうした実証的考察と理論的整

理に基づき、本報告で提示できる主論点は、循環型分業のフラクタル構造の史的形成過程と現実的展

開傾向から調和型循環社会構築が可能であることを確認できるが、その必要条件として、持続・公平・効

率を強調できる制度と意識の革新が求められることである。 

 

主要な注釈 

 
１ 龍 2002、2004 は『循環社会論』（晃洋書房）、『環境産業と産業構造』（同）、龍 2010、2012 は本学会１

６回（韓国）、１８回（福井）研究大会報告、龍 2011、2013 は投稿「循環型分業と環境」（福井大）、「東アジ

ア循環型分業論への序説」（富大）。 
２ 前掲文献、龍 2002、pp.17-8。 
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地球上において、大気や地殻などの自然環境と、動植物などの生物が相互に影響し合うことで、

地球という惑星が一つの大きな生命体のように活動していると見なす理論である。 
４ LUO Liao-Fu, ‘Physical Aspects on Life Evolution’ Shanghai scientific & Technical 
Publishers (china), Oct 2000.10.（羅遼復著『生命進化的物理観』上海科学技術出版社、2000 年
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５ ISO の公表資料によって、筆者が作成。 
６  “LOW CARBON ENVIRONMENTAL GOODS AND SERVICES (LCEGS): Report for 
2010/11”, BIS, May 2012. 


